
は
じ
め
に

村
雲
切
に
み
る
『
貫
之
集
』
の
本
文

ｌ
定
家
校
訂
以
前
に
つ
い
て
Ｉ

本
文
の
至
る
所
に
定
家
独
特
の
奇
癖
に
満
ち
た
筆
が
見
ら
れ
、
定
家
が
他

本
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
を
施
し
た
、
定
家
校
訂
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

既
に
杉
谷
寿
郎
氏
は
、
村
雲
切
の
歌
序
、
本
文
異
同
を
精
査
さ
れ
、
定

家
校
訂
後
の
本
文
が
歌
仙
本
系
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
「
歌
仙

家
集
本
系
諸
本
の
祖
本
の
位
置
に
あ
る
の
が
、
こ
の
定
家
校
定
本
た
る
村

一
一
ゆ
』
一

雲
切
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

杉
谷
氏
の
御
論
を
受
け
、
田
中
登
氏
は
「
現
存
歌
仙
本
系
の
本
文
は
、
定

家
が
他
本
を
以
て
本
書
に
大
幅
に
書
き
入
れ
訂
正
を
施
し
た
、
そ
の
結
果

（
３
）

に
基
づ
い
て
成
立
し
た
も
の
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
定

家
の
加
筆
訂
正
が
加
え
ら
れ
た
村
雲
切
本
文
は
、
「
貫
之
集
」
第
一
類
本
系

歌
仙
本
の
祖
本
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
、
今
日
の
通
説
と
な
っ
て
い

る
。

北

井
佑
実
子

１

村
雲
切
は
、
大
原
の
三
寂
の
一
人
で
あ
る
寂
然
法
師
を
伝
称
筆
者
と
す

る
「
貫
之
集
」
の
断
簡
で
あ
る
。
「
新
撰
古
筆
名
葉
集
」
の
「
大
原
寂
然
」

の
項
に
、
「
村
雲
切
小
四
半
砂
子
帯
野
仙
家
集
寄
二
行
書
定
家
卿
ノ
加

諦
ア
リ
」
と
あ
り
、
古
来
よ
り
名
物
切
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
普
写

は
十
二
世
紀
後
半
。
現
在
、
数
多
く
の
断
簡
が
伝
わ
り
諸
家
に
分
蔵
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
、
冷
泉
家
時
雨
亭
張
書
第
十
四
巻
「
平
安
私
家
集

こ
に
、
巻
五
（
恋
部
）
の
一
部
と
巻
八
（
哀
傷
）
の
零
本
が
紹
介
さ
れ

（
１
）

た
。

「
新
撰
古
筆
名
葉
集
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
村
雲
切
で
注
目
す

べ
き
は
、
至
る
所
に
見
出
さ
れ
る
藤
原
定
家
の
書
き
入
れ
で
あ
る
。
見
せ

消
ち
、
傍
書
、
重
ね
書
き
で
加
筆
訂
正
し
、
さ
ら
に
、
勘
物
、
集
付
な
ど
、



正
保
四
年
（
一
六
四

こ
こ
で
、
現
在
の
「
貫
之
集
」
伝
本
と
巻
の
構
成
を
確
認
し
て
お
く
。

第
一
類
①
村
雲
切
本
（
巻
五
の
一
部
と
巻
八
及
び
諸
家
蔵
七
十
五

「
貫
之
集
」
の
伝
本
と
巻
の
構
成

東
海
大
学
桃
園
文
庫
本
（
九
巻
八
九
二
首
）

②
素
寂
本
（
巻
一
～
巻
四
の
五
四
五
首
）

③
西
本
願
寺
本
（
一
○
巻
七
二
七
首
）

④
資
経
本
（
巻
六
・
巻
七
の
三
一
六
首
）（

４
）

⑤
承
空
本
（
七
巻
九
一
一
一
一
首
）
／
御
所
本
（
七
巻
九
三
○

首
）

①
村
雲
切
本
（
巻
五
の
一
部
と
巻
八
飛

葉
二
百
四
十
二
首
）
定
家
校
訂
後

歌
仙
家
集
本
（
九
巻
八
八
九
首
）

七
）
刊
版
本

陽
明
文
庫
本
（
九
巻
八
九
二
首
）

で
は
、
定
家
が
加
筆
訂
正
を
行
う
以
前
の
村
雲
切
本
文
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
定
家
が
訂
正
を
行
う
以
前
の
村

雲
切
本
文
を
取
り
上
げ
、
平
安
末
期
に
書
写
さ
れ
た
、
本
来
の
村
雲
切
本

文
が
、
『
貫
之
集
」
の
伝
本
に
お
い
て
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
の
か
、
そ

の
検
証
を
試
み
た
い
。

ま
ず
、
前
半
部
（
巻
一
～
巻
四
）
は
扉
風
歌
で
あ
る
。
歌
仙
本
・
素
寂

本
に
お
い
て
は
、
扉
風
歌
が
ほ
ぼ
年
代
順
（
延
喜
五
年
～
天
慶
八
年
）
に

配
列
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
は
、
扉
風
歌
が
年

代
順
で
は
な
く
、
共
通
の
配
列
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
西
本
願
寺
本
は
、

歌
仙
本
に
相
当
す
る
巻
四
の
歌
を
す
べ
て
欠
い
て
い
る
。
後
半
部
（
巻
五

～
巻
九
）
は
、
前
半
部
の
よ
う
に
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
と
も
に
、
共
通

第
二
類
伝
二
条
為
氏
筆
天
理
図
書
館
蔵
本
（
九
一
首
）

伝
二
条
為
氏
筆
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
本
（
九
一
首
）

第
三
類
伝
藤
原
行
成
筆
貫
之
集
切
二
六
葉
四
○
首
）

「
貫
之
集
」
の
伝
本
は
、
第
一
類
、
第
二
類
、
第
三
類
に
大
別
さ
れ
る
。

そ
の
う
ち
第
一
類
本
は
、
同
一
祖
本
か
ら
派
生
し
、
主
に
巻
の
構
成
に
よ

り
、
①
歌
仙
本
系
、
②
素
寂
本
、
③
西
本
願
寺
本
、
④
資
経
本
、
⑤
承
空

本
系
に
分
か
れ
る
。
次
の
表
は
、
歌
仙
本
を
基
準
に
し
て
並
べ
替
え
た
第

一
類
本
の
巻
の
構
成
で
あ
る
。

２

承
空
本
（
七
巻
）

資
経
本
（
巻
六
・
七
）

西
本
願
寺
本
（
十
巻
）

素
寂
本
（
巻
一
～
四
）

歌
仙
本
（
九
巻
）

巻
一
巻
二

巻
一
巻
二

巻
一

巻
一

扉
風
歌

ね
二
通
四
通
五

巻
二
巻
四
懸
五

巻
二

巻
二

騨
風
歌

巻
三
巻
五

巻
三

巻
三

巻
三

扉
風
歌

巻
五

ナ
シ

巻
四

巻
四

騨
風
歌

巻
七

巻
六

巻
五

恋

巻
五

巻
七

巻
六

賀

巻
六

巻
六

巻
八

巻
七

別

を
六

巻
六

巻
九

巻
八

哀
傷

巻
七
巻
五

巻
七

巻
十

巻
九

雑



の
配
列
を
有
し
て
は
い
な
い
が
、
歌
仙
本
と
は
大
き
く
異
な
る
。
し
か
し
、

恋
部
の
位
置
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
で
は
、

前
半
部
、
扉
風
歌
の
次
に
位
置
す
る
恋
部
が
、
資
経
本
・
承
空
本
で
は
、

巻
末
の
巻
七
に
移
動
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
貫
之
集
」
第
一
類
本
は
、
同
一
祖
本
か
ら
派
生

し
、
ま
ず
、
前
半
部
の
扉
風
歌
歌
序
に
混
乱
を
き
た
し
た
こ
と
か
ら
、
西

本
願
寺
本
・
資
経
本
・
承
空
本
の
共
通
祖
本
Ｙ
本
が
定
家
校
訂
後
の
村
雲

切
を
祖
本
と
す
る
歌
仙
本
系
や
素
寂
本
系
と
分
離
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
扉
風
歌
の
次
に
位
置
し
た
恋
部
が
巻
末
に
移
動
し
た
こ
と
に
よ
り
、

資
経
本
・
承
空
本
の
共
通
祖
本
Ｚ
本
が
西
本
願
寺
本
と
分
か
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
関
係
を
大
雑
把
に
示
す
と
、
左
の
系
統
図
の
よ
う
に
な
る

（
５
）

、
っ
。

現
在
、
確
認
出
来
て
い
る
村
雲
切
は
、
諸
家
蔵
の
断
簡
七
十
五
葉
と
冷

（
６
）

泉
家
蔵
零
本
を
合
わ
せ
て
、
合
計
一
一
百
四
十
一
一
首
で
あ
る
。
歌
仙
本
を
底

３

歌
序
と
歌
の
出
入
り

ｉ
閥
戊
蕊
１

以
下
、
校
訂
前
の
村
雲
切
本
文
が
、
こ
の
系
統
図
に
お
い
て
い
か
な
る

位
置
を
占
め
る
の
か
を
、
歌
序
・
歌
の
出
入
り
・
本
文
異
同
よ
り
説
明
し

て
い
き
た
い
。

を
九

を
八

巻
七

巻
六

巻
五

を
四

を
三

を
二

を
一

哩
廼
鋤

鯉
幽
蜘

知
卸

(852）

蝿
卿

(860）

872

873

874

875

876

773

(775）

帥
１
７
沼

油
芯

１
１

油
油
噸

く
く

”
畑

１

噸
即
叩く

８
８
８

７
８
９

迦
幽

(822）

種
油
油
油
煙
油
禰
芯
芯
禰
脈
禰
油

個
斜
拓
柘
塀
杷
栂
釦
別
犯
認
別
弱
弱
訂

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

芯
一
妬

７０７

池
畑
加

712

713

714

722

725

726

幻
鎚

７
７

731

(732）

銘
調

７
７

687

(688）

蛇
兜

６
６

(6例）

699

(700）

ｌ
ね
河
測
汚
汚

釘
６
６
６
６
６

翠
翠
一
理
一
叫
賑
郎
師

躯
地
画
一
即
卸
唖
那
一
馳
蛎
郡
師

弧
知
知
瑚

５
５
５Ｉ １

０
１
２

(512）

513

514

515

516

４
５
６

２
２
２

５
５
５

測
柵
側

４
４
４

帽
⑲

４
４

哩
類

侭
髄

４
４

(467）

470

471

(472）

487

488

489

麺
”
｜
麺
知
一
ｍ
ｍ
魂

狐
狸
懇

387

(388）

仙
皿
一
姻
州

(405）

妬
訂
認

４
４
４

240

241

242

243

244）

鋤
躯
班

諏
郷
”

鋤
獅
獅

(297）

１

１

謡
訂
銘
弱

１万
氾
沌

狸
郷
狐
恋

鯛
鴎

１
１

《1”

１

１

筋
耐
蝿
的

０
１
２

１
１
１

”
認
調

妬
訂
銘

別
弱

１
Ｉ

(156）

、
別
花
祁

く

稲
ね
即
別

馳
鋤
翻
踊

卯
馴

(92）

１８

鈴
・
記
デ
訂

調
仙
仙
蝿
4４

４５

(46）

(46）

４７

(48）

弱
訂

釦
巽
・
勇
一

6１

(62）



本
・
承
空
本
の
巻
二
と
巻
四
の
境
目
に
相
当
す
る
箇
所
が
、
肌
（
巻
二
）
・

狐
（
巻
四
）
・
加
（
巻
四
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
例
は
、
肌
・
順
・
脳
の

配
列
を
有
す
る
校
訂
前
の
村
雲
切
が
、
歌
序
に
お
い
て
は
歌
仙
本
の
形
態

を
採
っ
て
い
る
と
い
う
決
定
打
と
な
ろ
う
。

続
い
て
、
歌
の
出
入
り
を
見
て
い
く
。
巻
八
の
畑
は
、
定
家
が
行
間
に

小
文
字
で
加
筆
し
て
お
り
、
定
家
校
訂
前
の
村
雲
切
に
は
見
ら
れ
な
い
歌

で
あ
る
。
し
か
し
、
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
・
承
空
本
も
同
様
に
、
こ
の

柵
を
欠
い
て
い
る
。
校
訂
前
の
村
雲
切
は
、
歌
の
出
入
り
に
お
い
て
は
、

西
本
願
寺
本
・
資
経
本
・
承
空
本
と
同
じ
形
態
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

歌
仙
本
は
、
校
訂
の
結
果
こ
の
歌
を
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
校
訂
前
の

村
雲
切
・
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
・
承
空
本
は
、
剛
を
欠
い
た
こ
と
に
よ

り
歌
仙
本
・
素
寂
本
と
分
離
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
歌
仙
本
・
素
寂
本

と
分
離
し
た
校
訂
前
の
村
雲
切
・
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
・
承
空
本
の
新

た
な
共
通
祖
本
Ｘ
本
を
想
定
し
、
校
訂
前
の
村
雲
切
は
、
そ
の
Ｘ
本
よ
り

（
８
）

派
生
し
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
、
村
雲
切
の
み
が
欠
い
て
お
り
他
の
諸
本
に
あ
る
歌
。
巻
四
の
躯
・

巻
七
の
柵
で
あ
る
。
こ
の
二
首
は
、
い
ず
れ
も
定
家
が
行
間
に
小
文
字
で

補
っ
て
い
る
。
剛
と
同
様
に
、
定
家
校
訂
前
の
村
雲
切
に
は
見
ら
れ
な
い

歌
で
あ
る
。
校
訂
前
の
村
雲
切
の
み
が
妬
・
伽
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
校
訂
前
の
村
雲
切
は
、
Ｘ
本
よ
り
派
生
し
、
躯
．

４

本
と
す
る
「
私
家
集
大
成
」
の
歌
番
号
で
並
べ
る
と
、
前
掲
の
表
の
ご
と

（
【
ｊ
）

く
で
あ
る
。

表
を
一
瞥
す
る
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、
村
雲
切
の
歌
序
は
、
ほ
ぼ
歌
仙

本
系
と
同
一
で
あ
る
。
歌
仙
本
と
異
な
る
歌
序
は
、
巻
一
の
記
・
銘
・
訂
、

帥
・
銘
・
弱
、
巻
四
の
伽
・
棚
、
の
三
箇
所
に
及
び
、
い
ず
れ
も
、
村
雲

切
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
巻
一
の
記
・
銘
・
訂
は
、

定
家
が
弱
・
師
・
銘
に
訂
正
し
て
い
る
。
こ
こ
は
扉
風
歌
で
、
錨
・
訂
が

夏
の
歌
、
銘
が
秋
の
歌
と
な
り
、
校
訂
前
の
村
雲
切
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
同
じ
く
巻
一
の
帥
・
記
・
弱
は
、
帥
と
詔
の
間
に
紙
の
継
ぎ
目
の

よ
う
な
も
の
が
確
認
出
来
、
お
そ
ら
く
、
断
簡
に
仕
立
て
る
際
に
生
じ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
巻
四
の
蝿
・
棚
で
あ
る
が
、
伽
と
細
の
間
に

一
行
分
、
不
自
然
な
空
白
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
後
に
切
り
貼
り
を
施
し
た

と
考
え
ら
れ
、
後
人
の
さ
か
し
ら
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

歌
仙
本
と
異
な
る
歌
序
は
、
校
訂
前
の
村
雲
切
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が

確
認
出
来
た
が
、
歌
仙
本
以
外
の
諸
本
と
異
な
る
歌
序
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

巻
二
の
肌
・
脳
・
脳
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
た
い
。
こ
こ
は
、
Ⅷ
よ
り
扉

風
歌
の
歌
序
が
変
わ
る
箇
所
で
あ
り
、
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
の
並
び
で

は
眼
・
狐
・
狐
と
な
っ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
伝
本
と
巻
の
構
成
の
表
で

示
す
と
、
歌
仙
本
巻
二
に
相
当
す
る
箇
所
は
、
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
に

お
い
て
は
巻
二
・
巻
四
・
巻
五
の
並
び
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
西
本
願
寺



で
は
、
本
文
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
細
か
な
本
文
の
検

（
９
）

討
に
入
り
た
い
。

ま
ず
、
校
訂
前
の
本
文
が
西
本
願
寺
本
と
一
致
、
ま
た
は
近
い
例
（
歌

（
皿
）

仙
本
・
資
経
本
・
承
元
エ
本
と
は
対
立
す
る
）
を
見
て
み
る
。

Ｕ
あ
る
し
》
錨
う
せ
た
る
い
ゑ
に
さ
く
ら
の
は
な
を
み
て
よ
め
る

ｌ

古
い
ろ
も
か
も
一
α
一
む
か
し
の
こ
さ
喪
に
魁
ほ
へ
と
も
う
へ
け
む
人
の
か
け

そ
こ
ひ
し
き
（
七
四
六
）

①
歌
「
あ
る
し
う
せ
た
る
」

西
「
あ
る
し
と
も
う
せ
た
る
」

資
・
承
「
あ
る
し
う
せ
た
る
人
の
」

本
文
異
同
の
検
討

②
歌
・
資
・
承
「
む
か
し
の
こ
さ
に
」

西
「
む
か
し
の
こ
さ
す
」

傍
線
部
①
「
あ
る
し
と
も
う
せ
た
る
」
の
「
と
も
」
を
見
せ
消
ち
で
「
あ

る
し
う
せ
た
る
」
に
訂
正
し
て
い
る
。
校
訂
前
の
「
と
も
」
と
い
う
語
が

見
ら
れ
る
の
は
西
本
願
寺
本
「
あ
る
し
と
も
う
せ
た
る
」
の
み
で
あ
り
、

歌
仙
本
・
資
経
本
・
承
空
本
と
は
、
対
立
す
る
。
傍
線
部
②
「
む
か
し
の

こ
さ
す
に
」
は
、
「
む
か
し
の
こ
さ
に
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
歌
仙
本
・
資

経
本
・
承
空
本
「
む
か
し
の
こ
さ
に
」
、
西
本
願
寺
本
「
む
か
し
の
こ
さ

す
」
と
あ
っ
て
、
①
の
例
と
同
様
、
校
訂
前
の
本
文
は
西
本
願
寺
本
に
近

い
Ｏ

同
じ
例
と
し
て
、

た
い
し
ら
す

占
仙
ｋ
Ｌ
Ｉ
ド
ド

６
く
ひ
前
の
け
さ
な
く
こ
ゑ
に
お
と
ろ
け
は
き
み
を
わ
か
れ
し
と
き

に
そ
あ
り
け
る
（
七
六
二

歌
「
時
鳥
」

西
「
う
ぐ
ひ
す
の
」

資
・
承
「
ほ
と
塾
き
す
」

傍
線
部
「
う
ぐ
ひ
す
の
」
を
「
ほ
と
と
き
す
」
に
訂
正
し
て
い
る
。
こ
こ

で
も
同
様
、
西
本
願
寺
本
の
み
が
「
う
ぐ
ひ
す
の
」
と
あ
り
、
校
訂
前
と

一
致
し
、
歌
仙
本
・
資
経
本
・
承
空
本
と
は
対
立
す
る
。

５

柵
を
欠
い
た
こ
と
に
よ
り
、
前
半
部
扉
風
歌
歌
序
に
混
乱
を
き
た
し
た
西

本
願
寺
本
・
資
経
本
・
承
空
本
の
共
通
祖
本
Ｙ
本
と
分
か
れ
た
と
考
え
る

（
８
）

こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。
校
訂
前
の
村
雲
切
は
、
歌
序
に
お
い
て
は
、

ほ
ぼ
歌
仙
本
の
形
態
を
有
し
て
い
る
が
、
歌
の
出
入
り
に
関
し
て
は
、
西

本
願
寺
本
・
資
経
本
・
承
空
本
と
近
い
も
の
を
有
し
、
さ
ら
に
、
校
訂
前

の
村
雲
切
・
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
・
承
空
本
の
新
た
な
共
通
祖
本
Ｘ
本

よ
り
派
生
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。



本
・
西
本
願
寺
本
と
は
対
立
す
る
）
。

し
る
し
な
き
け
ふ
り
を
く
も
に
ま
か
へ
つ
職
よ
を
へ
て
ふ
し
の
や
ま

も

以
上
、
七
四
六
番
歌
・
七
六
一
番
歌
の
例
は
、
村
雲
切
と
西
本
願
寺
本
、

そ
れ
ぞ
れ
書
写
が
同
じ
平
安
時
代
で
あ
る
為
、
平
安
時
代
に
お
け
る
「
貫

之
集
」
の
本
文
の
一
端
を
確
認
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
校
訂
前
の
本
文
が
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
と
一
致
、
ま
た
は
近

（
Ⅱ
）

い
例
（
歌
仙
本
・
素
寂
本
と
は
対
立
す
る
）
。

を
ん
な
と
も
や
ま
地
よ
り
も
の
ま
て
し
た
る

、
、
、
、
、
、

て
ら
に

お
も
ふ
こ
と
あ
り
て
こ
そ
ゆ
け
は
る
か
す
み
み
ち
さ
ま
た
け
に
た
ち

わ
た
る
ら
ん
（
四
五
）

歌
「
や
ま
て
ら
に
も
う
て
し
た
る
」

素
「
山
て
ら
に
も
う
て
た
る
」

西
「
寺
詣
に
山
ち
に
つ
れ
て
行
」

ま
た
は
な
を
よ
り
つ
か
泡
と
も
た
ま
の
を
の
た
え
と
た
え
て
は
わ
ひ

し
か
り
け
り
（
六
七
六
）

歌
「
よ
り
つ
か
め
と
も
」

西
「
よ
り
つ
か
す
と
て
」

資
・
承
「
よ
り
つ
か
れ
と
も
」

傍
線
部
「
よ
り
つ
か
れ
と
も
」
を
「
よ
り
つ
か
め
と
も
」
に
訂
正
し
て
い

資
・
承
「
や
ま
そ
み
え
け
る
」

傍
線
部
「
や
ま
は
み
え
け
り
」
を
見
せ
消
ち
で
「
や
ま
は
も
え
け
り
」
と

訂
正
し
て
い
る
。
校
訂
前
の
「
み
え
る
」
と
い
う
語
は
、
資
経
本
・
承
空

本
の
み
が
有
し
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
と
は
対
立
。
し
か
し
、
資
経
本
・

承
空
本
の
「
や
ま
そ
み
え
け
る
」
は
、
「
ぞ
～
け
る
」
の
係
り
結
び
の
法
則

で
、
校
訂
前
の
村
雲
切
「
や
ま
は
み
え
け
り
」
と
完
全
に
一
致
は
し
な
い
。

し
か
し
、
「
み
え
る
」
と
い
う
語
を
有
し
て
い
る
点
で
は
、
近
い
本
文
で
あ

る
。

ま
た
同
様
に
、

め

承
「
や
ま
ち
よ
り
て
く
ま
う
て
し
た
る
」

傍
線
部
「
や
ま
地
よ
り
も
の
ま
て
し
た
る
」
を
見
せ
消
ち
で
「
や
ま
て
ら

に
ま
て
た
る
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
こ
こ
は
、
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
の

み
が
、
校
訂
前
の
「
や
ま
地
」
と
い
う
語
を
有
し
、
歌
仙
本
・
素
寂
本
と

対
立
し
て
い
る
。
こ
の
四
五
番
歌
の
例
に
お
い
て
は
、
校
訂
前
の
村
雲
切

本
文
が
、
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
の
共
通
祖
本
Ｙ
本
が
持
つ
本
文
に
近
い

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

｛
吃
）

校
訂
前
の
本
文
が
資
経
本
・
承
空
本
と
一
致
、
ま
た
は
近
い
例
（
歌
仙

６

は
み
え
け
り
（
六
四
二
）

蔓

と
な
ん

歌
「
山
は
も
え
け
り
」

西
「
山
そ
も
え
け
る
」



か
み
ま
つ
る
と
き
に
し
な
れ
は
さ
か
き
は
の
と
き
は
の
か
け
は
か
は

ら
さ
り
け
り
（
二
四
二
）

歌
「
山
さ
と
に
神
ま
つ
る
」

素
「
神
々
ま
つ
る
い
え
」

西
「
神
祭
」

承
「
神
ま
つ
り
」

詞
書
に
小
文
字
で
「
山
さ
と
に
」
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
校
訂
前
の
、
「
山

さ
と
」
と
い
う
語
を
持
た
な
い
の
は
、
素
寂
本
・
西
本
願
寺
本
・
承
空
本

で
あ
り
、
歌
仙
本
の
み
が
対
立
す
る
。
こ
の
二
四
二
番
歌
の
例
は
、
村
雲

切
（
校
訂
前
）
、
西
本
願
寺
本
、
資
経
本
、
承
空
本
の
新
た
な
共
通
祖
本
Ｘ

本
の
本
文
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
校
訂
前
の
村
雲
切
本
文
が
、
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
・
承

空
本
の
各
系
統
と
近
い
も
の
を
有
し
て
い
る
例
を
確
認
し
て
き
た
が
、
次

の
七
五
三
番
歌
は
、
校
訂
前
の
村
雲
切
本
文
が
、
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
・

（
隅
）

承
空
本
と
対
立
す
る
例
で
あ
る
。

い
つ
み
の
大
将
う
せ
た
ま
ひ
て
の
ち
に
と
な
り
な
る
人
の
い
ゑ

に
人
，
ｒ
、
い
た
り
あ
ひ
て
と
か
く
も
の
か
た
り
な
と
す
る
つ
い

て
に
か
の
と
の
塾
さ
く
ら
の
お
も
し
ろ
く
さ
け
る
と
こ
れ
か
れ

あ
は
れ
か
り
て
う
た
よ
む
つ
い
て
に

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
卜

き
み
ま
さ
て
む
か
し
は
つ
ゆ
か
ふ
る
さ
と
の
は
な
み
る
か
ら
に
そ
て

ミ
ミ

７

る
。
校
訂
前
の
本
文
は
、
資
経
本
・
承
空
本
「
よ
り
つ
か
れ
と
も
」
と
一

致
し
、
こ
こ
も
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
と
は
対
立
す
る
。

さ
ら
に
、
い
ま
ひ
と
つ
同
じ
例
と
し
て
、

な
に
は
の
た
み
の
、
し
ま
に
て
あ
め
に
あ
ひ
て
よ
め
る

ｋ
ｋ
ｈ
ｌ
Ｉ
Ｉ

あ
め
に
よ
り
た
み
の
、
し
ま
を
減
糸
噸
減
は
な
に
は
か
く
れ
ぬ
わ
か

き
な
り
け
り
（
八
○
七
）

げ
ふ
ゆ
吋

歌
「
き
て
み
れ
は
」

西
「
こ
え
ゆ
け
と
」

資
「
け
ふ
ゆ
け
と
」

承
「
け
ふ
ゆ
け
は
」

傍
線
部
「
け
ふ
ゆ
け
は
」
を
「
き
て
み
れ
は
」
に
訂
正
し
て
い
る
。
資
経

本
「
け
ふ
ゆ
け
と
」
、
承
空
本
「
け
ふ
ゆ
け
は
」
が
校
訂
前
の
本
文
に
近

く
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
と
対
立
す
る
。

六
四
二
番
歌
・
六
七
六
番
歌
・
八
○
七
番
歌
の
例
は
、
校
訂
前
の
村
雲

切
本
文
が
、
資
経
本
・
承
空
本
の
共
通
祖
本
Ｚ
本
が
持
つ
本
文
に
近
い
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
校
訂
前
が
素
寂
本
・
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
と
一
致
、
ま
た

（
旧
｝

は
近
い
例
（
歌
仙
本
と
は
対
立
す
る
）
を
み
て
み
る
。

山
ざ
と
に

か
み
ま
つ
る



あ
き

亜
番

こ
岨
し
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
肘
Ｆ
Ｉ
Ｐ
，
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
。
○

斬
古
今
お
ほ
そ
ら
を
わ
れ
も
な
か
め
て
⑪
酬
割
矧
幻
剥
叫
②
つ
ま
ひ
と
よ
さ
へ
ひ

、
ペ
、
べ

と
り
か
も
ね
む
（
一
一
八
七
）

①
歌
「
ひ
こ
星
の
」

素
・
西
・
承
「
ひ
こ
ほ
し
の
」

②
歌
「
妻
ま
つ
夜
さ
へ
」

素
・
西
・
承
「
つ
ま
塾
つ
よ
さ
へ
」

傍
線
部
①
「
ひ
さ
か
た
の
」
を
重
瞥
で
「
ひ
こ
ほ
し
の
」
に
訂
正
し
て
い

る
。
こ
の
例
も
、
校
訂
前
の
「
ひ
さ
か
た
の
」
と
一
致
す
る
伝
本
は
見
出

せ
な
い
。
歌
仙
本
・
素
寂
本
・
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
と
も
に
、
校
訂
後

の
「
ひ
こ
ほ
し
の
」
と
な
っ
て
い
る
。
傍
線
部
②
は
、
「
っ
ま
ひ
と
よ
さ

へ
」
を
見
せ
消
ち
で
「
つ
ま
ま
つ
よ
さ
へ
」
に
訂
正
し
て
い
る
。
傍
線
部

①
と
同
様
、
歌
仙
本
・
素
寂
本
・
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
と
も
に
、
校
訂

後
の
「
つ
ま
、
つ
よ
さ
へ
」
と
な
っ
て
い
る
。

七
五
三
番
歌
・
一
二
八
番
歌
・
一
一
八
七
番
歌
の
例
で
は
、
校
訂
前
の
村

雲
切
本
文
が
、
ど
の
伝
本
と
も
一
致
せ
ず
対
立
を
見
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

定
家
校
訂
前
の
村
雲
切
は
、
そ
の
細
か
な
本
文
異
同
に
お
い
て
、
全
体
と

し
て
は
、
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
・
承
空
本
と
近
い
本
文
を
有
し
な
が
ら

も
、
そ
れ
ら
と
完
全
に
一
致
は
し
て
お
ら
ず
、
現
存
「
貫
之
集
」
伝
本
の

い
ず
れ
の
系
統
に
も
属
さ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

の
ぬ
る
ら
ん
（
七
五
三
）

歌
「
き
み
ま
さ
て
」

西
・
資
・
承
「
き
み
ま
し
、
」

傍
線
部
「
き
み
ま
さ
て
」
を
見
せ
消
ち
で
「
き
み
ま
し
、
」
に
訂
正
し
て

い
る
。
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
・
承
空
本
で
は
「
き
み
ま
し
、
」
と
あ
っ

て
、
校
訂
前
の
村
雲
切
「
き
み
ま
さ
て
」
と
対
立
し
、
こ
れ
ま
で
確
認
し

て
き
た
例
と
は
異
な
る
。
校
訂
前
の
本
文
と
一
致
す
る
の
は
、
歌
仙
本
「
き

み
ま
さ
て
」
で
あ
る
。
定
家
の
校
訂
が
歌
仙
本
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
事

例
が
確
認
出
来
る
。

（
鳩
）

あ
と
数
例
見
て
い
く
。

三
月
は
な
ち
る

ｈ
ｋ
‐
卜
ｈ
ｌ

は
る
く
れ
は
か
た
も
さ
た
め
す
ち
る
は
な
を
い
つ
か
た
へ
ゆ
く
は
る

ミ
ミ
ミ
ミ

と
か
は
み
む
（
一
二
八
）

歌
「
風
ふ
け
は
」

素
・
西
・
承
「
か
せ
ふ
け
は
」

傍
線
部
「
は
る
く
れ
は
」
を
見
せ
消
ち
で
「
か
せ
ふ
け
は
」
に
訂
正
し
て

い
る
。
校
訂
前
の
「
は
る
く
れ
は
」
と
一
致
す
る
伝
本
は
見
出
せ
ず
、
歌

仙
本
・
素
寂
本
・
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
と
も
に
、
校
訂
後
の
「
か
せ
ふ

け
は
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
腸
）

同
じ
例
と
し
て
、



土
甜
蝶
冊
窯
；

お
わ
り
に

「
貫
之
集
」
第
一
類
本
は
、
同
一
祖
本
か
ら
派
生
し
な
が
ら
、
歌
序
の
相

違
、
歌
の
出
入
り
に
よ
り
系
統
を
異
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
歌

の
出
入
り
で
剛
番
歌
を
欠
い
た
こ
と
に
よ
り
、
校
訂
前
の
村
雲
切
、
西
本

願
寺
本
、
資
経
本
、
承
空
本
の
新
た
な
共
通
祖
本
Ｘ
本
が
、
歌
仙
本
系
・

素
寂
本
系
と
分
離
。
次
に
、
校
訂
前
の
村
雲
切
が
巻
四
の
伽
・
巻
七
の
柵

を
欠
き
、
前
半
部
扉
風
歌
歌
序
に
混
乱
を
き
た
し
た
こ
と
か
ら
、
西
本
願

寺
本
・
資
経
本
・
承
空
本
の
共
通
祖
本
Ｙ
本
と
分
離
し
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
の
こ
と
は
細
か
な
本
文
異
同
の
検
討
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
検
証
さ

れ
た
と
言
え
よ
う
。

〈
注
〉

（
１
）
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
瞥
第
十
四
巻
「
平
安
私
家
集
こ
（
朝
日
新
聞
社

平
成
五
年
）

（
２
）
杉
谷
寿
郎
氏
「
歌
仙
家
集
本
系
貫
之
集
の
本
文
の
成
立
ｌ
村
雲

切
・
定
家
筆
貫
之
集
と
の
関
係
か
ら
ｌ
」
（
「
論
叢
王
朝
文
学
」
笠
間
書

院
昭
和
五
十
三
年
）

（
３
）
田
中
登
氏
「
時
雨
亭
文
庫
蔵
貫
之
集
と
村
雲
切
」
（
「
古
筆
切
の
国

文
学
的
研
究
」
風
間
書
房
平
成
九
年
）

（
４
）
田
中
登
氏
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
六
十
九
巻
「
承
空
本
私
家

集
上
」
（
朝
日
新
聞
社
平
成
十
四
年
）
の
解
題
で
、
承
空
本
は
御
所
本

９

定
家
校
訂
前
の
村
雲
切
は
、
歌
序
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
歌
仙
本
系
統
の

形
態
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
歌
の
出
入
り
、
細
か
な
本

文
異
同
に
関
し
て
は
、
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
・
承
空
本
の
各
系
統
と
近

い
も
の
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
で
も
、
西
本
願
寺
本
は
書
写

が
同
じ
平
安
時
代
で
あ
る
為
、
平
安
時
代
に
お
け
る
「
貫
之
集
」
の
本
文

の
一
端
を
確
認
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
存

「
貫
之
集
」
伝
本
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
も
の
は
見
出
せ
な
い
。
つ
ま

り
、
校
訂
前
の
本
来
の
村
雲
切
は
、
歌
序
に
お
い
て
は
歌
仙
本
系
に
近
い

が
、
本
文
を
子
細
に
見
る
と
、
歌
仙
本
系
は
勿
論
、
「
貫
之
集
」
現
存
伝
本

中
、
い
ず
れ
の
系
統
に
も
属
し
て
お
ら
ず
、
新
た
な
一
系
統
と
し
て
位
置

付
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
貫
之
集
」
第
一
類
本
系

主
要
伝
本
の
関
係
を
示
す
と
、
左
の
系
統
図
の
よ
う
に
な
ろ
う
。



の
直
接
の
親
本
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
御
所
本
の
歌
数

が
親
本
の
承
空
本
よ
り
八
首
多
い
の
は
、
「
朝
光
集
」
の
歌
の
混
入
が
推

測
さ
れ
る
。

（
５
）
直
接
の
書
承
関
係
を
示
し
た
の
で
は
な
く
、
大
雑
把
な
系
統
分
類

に
よ
る
図
。

（
６
）
杉
谷
氏
の
御
論
で
は
十
八
葉
五
十
五
首
、
田
中
氏
の
御
論
で
は
六

十
六
葉
百
八
十
一
首
の
断
簡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
横
線
の
区
切
り
は
断
簡
の
境
目
、
括
弧
を
付
し
た
も
の
は
詞
書
・

上
句
・
下
句
の
み
の
も
の
。
網
掛
け
を
施
し
た
箇
所
は
、
歌
序
が
異
な

っ
た
り
歌
の
出
入
り
が
あ
る
部
分
。
そ
の
う
ち
、
数
字
が
ゴ
シ
ッ
ク
体

の
箇
所
は
、
歌
序
が
異
な
る
部
分
、
数
字
が
斜
体
の
箇
所
は
、
村
雲
切

っ
た
り
歌
の
出
入
り
が
あ
る
部
分
。
そ
の
叉

の
箇
所
は
、
歌
序
が
異
な
る
部
分
、
数
字
空

に
は
な
く
定
家
が
新
た
に
書
き
加
え
た
歌
。

出
来
る
も
の
に
の
み
触
れ
た
。

（
皿
）
素
寂
本
は
現
存
し
な
い
箇
所
で
あ
る
。

（
ｕ
）
資
経
本
は
現
存
し
な
い
箇
所
で
あ
る
。

（
皿
）
注
（
皿
）
に
同
じ
。

（
旧
）
注
（
ｕ
）
に
同
じ
。

（
ｕ
）
注
（
皿
）
に
同
じ
。

（
喝
）
注
（
ｕ
）
に
同
じ
。

（
き
た
い
ゆ
み
こ
／
淀
商
業
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
）

１０

（
８
）
本
稿
末
尾
の
主
要
伝
本
系
統
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
９
）
「
貫
之
集
」
本
文
は
村
雲
切
で
示
し
、
歌
番
号
は
歌
仙
本
を
底
本
と

し
た
「
私
家
集
大
成
」
に
拠
る
。
本
文
の
傍
線
は
稿
者
が
施
し
た
。
伝

本
の
略
号
は
、
歌
↓
歌
仙
本
、
素
↓
素
寂
本
、
西
↓
西
本
願
寺
本
、
資

↓
資
経
本
、
承
↓
承
空
本
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
校
訂
が
施
さ
れ
た
本

文
に
注
目
し
異
同
を
示
し
た
。
全
て
の
異
同
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
を

お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
村
雲
切
に
お
け
る
加
筆
訂
正
は
、
す

べ
て
が
定
家
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
定
家
の
筆
と
断
定


